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単位互換・京カレッジ事務担当者会議 資料 6 

2017（平成 29）年 7月 14 日（第１回）

2017 年 7 月 14 日

2018 年度単位互換「プラザ推奨科目」の継続提供のお願い

平素から単位互換事業の運営にご協力いただきありがとうございます。

さて、プラザ推奨科目については、3 年間継続してご提供いただく科目として開設時にご申請

いただいております。そのため、2016 年度及び 2017 年度より開講いただきました科目について

は、2018 年度も引き続きご提供いただきたいと考えております。

ご提供にあたり、このたび下記のように変更点があります。ご留意のうえ手続きをお願いいた

します。（下線部は変更点）

＜2018 年度より下記のとおり「京都世界遺産 PBL 科目」の取扱いを変更いたします。＞

これについては、本科目がとりわけ大学コンソーシアム京都の単位互換における他に類のない特

色のある科目であることから、より積極的に支援することによる科目の充実を目的としています。

【科目運営補助金について】

科目修了生等による TA の積極活用など学び合いと継続的な世界遺産保護に関わる人材の育

成を行おうとする活動支援を目的に 2018 年度以降、下記の条件による科目運営補助金の

追加交付を行う。 

なお、追加交付を希望する場合は、「科目運営補助金追加申請書」を使用し申請するこ

と。 

【申請条件】 

10 万円を超えて科目運営補助金を使用する場合、TA 謝礼として使用することを条件に 2万円 

を上限として追加で交付する。 

            新 旧

100,000 円

※条件を満たした上で申請があった場合、20,000 円を上限に 

追加し、最高 120,000 円を交付することができる。 

100,000 円

つきましては、

1）次年度継続科目については、次年度の授業計画を「プラザ推奨科目授業計画書（継続科目）」

又は「京都世界遺産 PBL 科目授業計画書（継続科目）」にご記入の上、2017 年 9 月 30 日

（土）までにご提出をお願いいたします。

2）万が一、科目の継続開講ができない場合は、2017 年 10 月 20 日（金）までに単位互換

担当者にご相談のうえ「プラザ推奨科目開講中断申請書」のご提出をお願いいたします。

なお、原則としてプラザ推奨科目は 3 年間で終了となりますので、2015 年度に開設されまし

た科目は継続対象となりません。2018 年度以降は通常のプラザ科目となりますので宜しくお願い

いたします。

【お問い合わせ】

大学コンソーシアム京都 単位互換担当

TEL．075-353-9120 Mail：tg@consortium.or.jp
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単位互換・京カレッジ事務担当者会議 資料 6 

2017（平成 29）年 7月 14 日（第１回）

2018年度のプラザ推奨科目について（確認）
１．プラザ推奨科目とは

単位互換制度の「プラザ推奨科目」とは、公益財団法人大学コンソーシアム京都が開設を求める科目・概

要に対して、加盟大学・短期大学がそれに応じた科目を計画・申請し、財団が特色ある科目と認定した科目

をいう。プラザ推奨科目は、原則、キャンパスプラザ京都で開講し、単位互換に関する包括協定締結大学・

短期大学の学生が履修できる。

なお、科目の開設及び運営にあたっては、財団が定める支給基準（「科目運営補助金 支給基準」、「活動支

援補助金 取扱要項」）に基づいて、科目運営補助金、演習・実習形式及び京都世界遺産 PBL 科目には活動
支援補助金を支給する。

２．手続きについて

下記のとおり。詳細についてはプラザ推奨科目のガイドライン(前ページのガイド及び別冊)を参照してく
ださい。

１）新規・更新開設科目

2018 年度に新規・更新開設されるプラザ推奨科目について、2017 年 9 月 30 日までに申請してくださ
い。

※「プラザ推奨科目新規開設申請書」又は「京都世界遺産 PBL 科目新規・更新開設申請書」を提出
して下さい。（更新は京都世界遺産 PBL科目のみが対象です。）

２）継続提供科目（対象科目）

別紙「2018年度のプラザ推奨科目（継続対象科目）」を確認の上、該当科目は下記のとおり手続きをし
てください。

○次年度も継続されるプラザ推奨科目について、2017年 9月 30日までに申請してください。
※「プラザ推奨科目授業計画書（継続科目）」又は「京都世界遺産 PBL科目授業計画書（継続科目）」
を提出して下さい。

○科目の継続開講ができない場合は、2017年 10月 20日までに申請してください。
※2017年 10月 20日（金）までに財団の単位互換担当者にご相談のうえ「プラザ推奨科目開講中
断申請書」を提出して下さい。

３．開設から 3年が経過し、2017年度でプラザ推奨科目としての提供が終了する科目
科目区分 科目名 大学 担当者 

講義 京都商業特別講座 A 京都学園大学 堀池 敏男 

講義 天文学と私たち～神山天文台からのアプローチ～ 京都産業大学 中道 晶香 

講義 歴史都市京都の文化と観光  京都産業大学 吉野 秋二 

講義 京都の歴史と文化遺産 京都橘大学 増渕 徹 

演習・実習 京都商業特別講座B 京都学園大学 堀池 敏男 

演習・実習 人文学入門 （常識を疑う 日常に隠れたメディア・コミュニケーション） 京都大学 児玉 聡 

演習・実習 特殊講義「運動と栄養と暮らしをエネルギーから考える」 立命館大学 海老 久美子 

世界遺産 京都の世界遺産 PBL  ～上賀茂神社の魅力を学生の視点で発信する～ 京都産業大学 若松 正志 

世界遺産 遺産情報演習Ⅰ (ｂ)  京都橘大学 登谷 伸宏 

世界遺産 特殊講義（教養Ｅ）Ⅰ 「外国人観光客のための清水寺参詣曼荼羅（現代版）をつくる」 立命館大学 宗本 普作 

世界遺産 コミュニティマネジメント特論  世界遺産と学ぶ課題発見・解決過程 龍谷大学 笠井 賢紀 

世界遺産 世界遺産ＰＢＬ講座 Ｏ２Ｏマーケティングによる地域活性化 同志社大学 多田 実 

世界遺産 政策科学特別実習 1（京都の世界遺産 仁和寺） 立命館大学 桜井 政成 

※「京都世界遺産 PBL科目」については、３年経過後も申請することにより最長６年まで更新することが
できる。
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